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1. 佐渡博物学会と菊池精神
菊池先生が両津高校に赴任されて間もなく理科教諭の
私共に対して『佐渡には生物や地質に関してなにか研究
をしているグループはないのか』と質問されました。そ
こで私は『高等学校教育研究会理科部会の組織がありま
すJとお答えしますと， IT'そんな格式ばった形式的なも
のではなにもできんよ，興味をもった仲間の集りでない
とだめだ~ IT'富山県には富山博物学会とL寸仲間のすば
らしい組織があって僕も力をいれてきたが実に活発な研
究活動をしている。この島にも島独自のものでよいから
仲間づくりをやろうではないか』という次第であった。
就任早々やる気満々の先生のご発言に，私は大変驚きま
した。先生はさらに『かりに組織ができても，それを長
く続けていくことは大変な仕事だ。多くの同好会的なも
のが過去いくつも自然消滅しているのを僕は見ている。
たとえ会員が3人になり 1人になり，しまいには，会長
と幹事だけになってもーたんつくった以上は絶対につぶ
してはならなし、。細くっても長く続くようにその責任を
負った者は，たえず努力をしなければならない』と大変
にきびしい口調で語られました。菊池先生にお会いして
聞もない頃で，私が佐渡地区の理科教諭を代表して叱ら
れているような錯覚をおぼえました。先生のお気もちと
しては，中途半端なことが嫌いで， IT'せっかくつくって
も自然消滅するような意気地なしの連中なら，そんなも
のは，はじめからつくらない方がよい。』と考えられた
のでしょう。
今ふりかえってみますと，この30年の間，あるときは
会長の菊池先生外2人で合宿したこともありますし，ま
たあるときは 100余名の参加をみた採集会もありまし
た。昭和30年 (1965)7月の井坪，素浜方面の磯採集で
は，菊池先生，北見先生，私と当時水津灯台長の息子の
池田の 4人で行ないましたが，井坪の沖あいの岩礁上に
『ケガキ』の群生を発見して，菊池先生ととびあがって
喜んだことがあります。しかし，その後がわるかったの
です。実はちょうどそのとき素浜の大謀網がトビウオの
大漁で，新潟県海区漁業調整委員の菊池先生がおいでに
なったということで，そこの漁師からトビウオの刺し身
のご馳走が出されて，空腹だった私共は飯の代りにどん
ぶりでご馳走になりました。ところが数分後美事に中毒
をおこし，私と池田は激痛，漁師は早速発動機船で高崎
の保健婦さんのところまで運んでくれました。ところが
保健婦は不在。タクシーで佐渡病院に行き手当をうけ，
ほうほうの体で帰宅したことがあります。こんなときは
大集団ですとかえって大変で， 2~3人であったから小ま
わりもきいたので，場合によっては小人数の採集会もよ
いものだと，後で菊池先生と大笑いをしたことがありま
す。
とにかくこのように2人でも 3人でもよい。長くこの
会を運営することだと菊池先生は口癖のように私共をは
げましてくれました。
昭和32~33年頃からは新潟大学の本間義治先生のご指
導もありまして，大学の学生や島外からどっと夏季採集
会に団体で参加されるようになってまいりました。ある
ときは総勢100余名の参加があり，賄婦を 2~3 人も雇い
いれて参加生徒から食事当番を編成して2泊3日をのり
きったこともしばしばでありました。菊池先生が日頃心
配されていた参加者の減少などとんでもない話で，年を
追って益々盛会を極めました。あるときは参加制限のた
め先着順に〆切らないと，とても多すぎて運営ができな
いといった，実に嬉しい悲鳴をあげたこともありまし
た。
さて菊池先生は博物学会創設当初から一度たりとも欠
席することなく，必らず私達会員の前に元気な姿を見せ
てくれました。特に夏季の海産物採集会では，私共大人
たちは浜で、生徒の採集品をいじくりまわして見ているの
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に，菊池先生は80才を越えた高齢ながらいつも生徒の先
頭にたって海にはいわ一生懸命に採集に励まれまし
た。陸にいて菊池先生をながめながらの大人達は『俺達
が80才になったら果して菊池先生のようなことができる
だろうか』とそんな話題をかわしながら菊池先生の採集
姿に見とれていました。菊池先生の海の中の採集姿は，
佐渡においでになって30年間，いつも同じ姿でありまし
た。背流の白のサルマタに白ランニング，短髪の白髪頭
を手拭で包み，腰には採集品を納める白木綿の大きな袋
をつけて，水中メガネでなく顔が入る大きさのガラス箱
と大きなピンセ y ト。これが，菊池先生のいつも変らな
い採集姿でありました。そしてお年のせいか，時おり海
の中で腰をそらせて『若いもんは元気がし、いのうj ~ハ
ッハッハー』と実に豪快に笑いをとばせて子供達をよろ
こばせてくれました。
先生のあの元気さは，絶えず求めてやまない菊池先生
であればこそやれるのであって，私共は日頃，それに少
しでもちかずく努力をしなければならないと強く反省を
いたして今日に至っております。昼は生徒と共に海で採
集され，また夜は 100余名の小学生から大人達を前にし
て，ご自慢のフィッシュ，ストーリーを実に面白く，小
学生の子供達にもよく理解のできるように講義をして下
さいました。
このような採集会は海患の小学校をお借りしてやって
きたわけですが，全員の集まれるところは体育館です。
広い体育館の片隅に，小さな丸電球が 1~2 コある程度
のうす暗いところでありましたが，菊池先生のお話の時
聞になると全員がそこに集まれ蚊にくわれながら，ま
た昼の活動でっかれきった，ねむい目をこすりながら先
生のお話をくし、し、るように聞いたものであります。もう
一度先生をお迎えして楽しい採集会を行ないたいと思っ
てもそれはもうかないません。ほんとうに残念でありま
す。ただこれからは，菊池先生が日頃お話しして下さっ
た一つ一つをよくかみしめて一生懸命にやることが菊池
先生に対するご恩返しでありましょう。先生は今も私共
を見守っていて下さいます。自分に恥ないように各々の
分野に向って出発する覚悟であります。
n. 菊地先生と陸貝採集の想い出
第二次世界大戦後，菊池先生が郷里佐渡にお帰りにな
り，悠々自適されながら研究活動にはいりたいところ
を，当時新設問もない両津高等学校に大物校長さんをと
地元の方々は強引にひっぱり出したのが昭和24年(1949)
の春のことであります。その翌年の昭和25年には，再び
現役校長として校務に当られることになりました。先生
が退宮される昭和31年までとその後佐渡博物館長となら
れ昭和55年 (1980)2月9日の心筋梗塞にてご逝去され
るまでの約31年間の長きにわたり，私は佐渡博物学会の
幹事としてまた佐渡博物館評議員として先生をおしたい
申し上げ常にご教示をいただいてまいりました。
校長時代の菊池先生は，個人的には大変にやさしく，
集団に対しては実にきびしくご発言されることにより，
教師も生徒も一糸乱れぬ実にすばらしい指導i力のもちぬ
しでありました。
私は浅学非才をかえりみず，菊池先生のもとで生物を
講じてまいりましたが，いま思っても赤面することばか
りで，深く反省させられております。菊池校長は授業中
にたえず廊下をおあるきになる癖がありまして，当時の
教室は廊下側も全部ガラス窓になっており，窓の下2枚
ぐらいはスリガラスがはいっており，教室内がどうにか
見える状態になっておりました。しかし菊池先生は背が
高く，窓の一番上のすきとおしのガラスから中がのぞけ
るわけでした。椅子に腰などおろして講義をしている
と，あとで必らずお叱りがあるといった具合で、先生方も
大変であったと思います。私が生物の講義をしている
と，窓然に全く予告なしに教室に入ってこられて，しば
し私の迷講義をお聞きになり，その後は生徒の机聞をあ
るかれノートのとり方や図の描き方，顕微鏡の操作を指
導されておりました。いわば私は，菊池先生を理科授業
の助手に活用したわけでありますのでほんとうにありが
たい極みでした。授業が終ると『君，あの単元はもっと
後にずらして7月頃の方が材料も手に入りやすいと思う
がどうかね』というように，身にしみるようなご忠告を
頂戴したことも度々でした。まさに365日それは緊張の
連続で，今思うと実に充実した教員生活でありました。
菊池先生の校長室は自宅から標本棚や書棚をもちこまれ
て全く研究室と化し，机の上から下からあたり一面に貝
類やカニの液浸標本，魚の液浸や海藻標本，高等植物の
押し葉と積まれ，ただなかったものは昆虫類だけという
さまで，たえず研究活動にはげんで、おられました。
私は菊地先生をお迎えして以来校長在任7年の聞は菊
池校長の採集員として，あるときは標本整理の助手と
して，またあるときは掃除夫として手伝い，大いに勉強
させて戴きました。先生はときには私共の生物準備室に
顔を見せられて机の上や下が乱雑になっていると，大変
にほめて下さいました。『机の上がきちんと整頓されて
いるようでは仕事をしていない証拠だ』とおっしゃるの
で，私のようなちらかしやはいつも先生のおほめの言葉
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が閣かれるので助かりました。また，先生は私共があき
時間で校内にぶらぶらしていると『外に出なさし、』とい
うわけです。『生物は家の中にいては仕事にならなし、。
明るいときは外で仕事(採集〉をして騎くなったら家の
中で仕事(勉強〕だ』と言われました。ですから授業が
午前中で終ったようなときは，同室の北見秀夫先生と共
に正々堂々と学校を後にしたものです。全くもって，お
礼をどのように申してよいやら理科の教員連中は非常な
ご理解をうけたものです。
いつか先生のおさそいで，小佐渡に陸貝の採集に出か
けたときのこと。先生の足は長く，陸 t競技では 100m
は当時富山県の新記録保持者でもあり，実にあるき方が
早い。これにはし、ささかまいりました。宿にはいれば私
は忽ち寝床につき，朝おきてみると，もう先生の姿はあ
りませんo 床をきちんとたたんで、私の枕もとには昨日の
採集標本をきちんと分類して学名までつけてならべてあ
りました。先生は，すでに海に入って海底生物を採集し
ているではありませんか。とに角，元気そのもので，今
流にいえば60才ちかし、身でありながら実にパワーのある
お方でした。今日の仕事を翌日にもちこさない人，その
日のことはいくら夜おそくなってもその日の内にきちん
と整理してしまう人，とことんまで追究して克明にメモ
をとりつづける人，それが菊池先生であります。
佐渡の多国で，私が先に『カガキピ』を採集した時の
ことです。菊池先生は，まだこの種がとれません。いく
らいっても先生は採集をやめません。私は業を煮やして
先に出発をしましたが，なかなか先生の姿が見えないの
でひきかえすと，先生はいそぎ足で額に汗して言うには
『俺も俺のこの手でカガピキがおさえたかった』と自慢
の1個を私に見せられました。そのおよろこびの顔は，
今も忘れることができません。このように先生は一つ一
つを自分の手で確認しないと気がすまない性分で，その
ことがすべてに確実な証拠でもありましょう。
あるいは矢田ごときかけだしに先手をとられたくやし
さからとすれば，し、し、年をして負けん気の強い校長とも
考えられますが，菊池先生のこのような執念が学者菊池
先生をつくりあげたものと信じております。
私は私の青年期をすばらしい高惑な人格のもち主菊池
先生にお近づきを得て，いつ死んで、も吾が人生に悔いは
ありません。
私は教員生活のほとんど全部を菊池大先生と共にある
かせていただき，さらに高遜な人格と重厚な学識に接し
多大なご教示を戴きました。衷心より先生のご冥福をお
祈りするものであります。
m. 菊池先生とサドマイマイの秘密
昭和42年7月6日に常陸宮殿下が佐渡にお越しになら
れたときのこと，ちょうどその10日前に佐渡博物館長の
菊池先生から電話がありまして『サドマイマイの生きた
ものを 2~3 箇採集してくれないか，生きて活動してい
るのを殿下にお見せしたいのだが』ということでした。
そこで学校の採集もそこそこに出張あっかいて、私の秘蔵
にしている生息地から 3箇採集したのであります。とこ
ろが，また 2~3 日すぎて先生から電話があり W3 個で
は一寸見ばえがせんのであと 2箇ぐらいほしい』という
ことでしたが校務の都合で、お断りいたしました。菊池先
生は，急拠タクシーをとばして菊池先生独自の採集地に
おもむき，タクシーをそこに待たせたほんの数分間に5
箇採集されたとききました。そのようないきさつで，さ
て先生の秘密の採集地は一体どこであろうかと今なお不
思議に思えてなりません。その後先生にその場所をお聞
きすると先生は『それは秘密だよ，君は一体どこで採集
したのかね』とあとは大笑いのうちに電話をきってしま
ったわけです。したがってとうとう先生の知っているサ
ドマイマイの生息地はわからずじまいとなってしまいま
した。また私の知っている生息地も先生にはお教えしな
いままになっております。
いくら自然保護とはいえ，日頃尊敬申しあげてきた大
先生に対してまでも，自分の探し求めた秘密の生息地を
お教えできないような社会情勢はいつまでつづくのであ
りましょう。いまとなっては，先生の知っているサドマ
イマイの生息地は私の知っている場所と同じであろうと
思っております。なんとなればいまやサドマイマイは
『トキ』と同じく絶滅に近い状態になっております。生
前菊池先生は『サドマイマイを佐渡のトキの二の舞をふ
ませではならな¥"J1と口癖のように言っておられまし
た。したがって，生息地は誰にも諮らないようにして，
さらに増殖させてその分布の拡張を考えなければならな
いと思います。このような菊池先生のサドマイマイに対
す保護の気持は，私共がその遺志をつがなければなりま
せん。心ない人の乱獲や稀少価値のみを考えた収集マニ
アの手にかかって無漸にも絶滅という最悪の事態をまね
かないように心がけてこそ，菊池先生の+ドマイマイ愛
護の精神に報いることになりましょう。
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